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11月号 
令和 4年 11月 25日発行 

社協だよりの発行には、共同募金の配分金を使わせていただいています。 

 

 

 

木曽町にある 4 ヶ所の認定こども園と地域サロンやこども園の活動支援をしている方々との交

流会を行いました。今年度は、園児たちと一緒に工作や触れ合い遊び、玉入れゲームなどを楽し

みました。また、年間を通した活動としてさつま芋の苗植え、芋掘り、焼き芋会にもご協力いた

だきました。地域の方々の園児たちを見つめる目はとても優しく、みなさん自然と笑顔になって

いました。園児との交流から元気を貰い、いつも以上にお元気な姿を見ることができました。 

幅広い世代の交流は地域つくりにも深く関係しています。社協では、これからも多世代交流の

場を大切にしていきたいと思います。 

木曽福島支所 福島6305番地 24-3777

日義支所 日義1600番地1 26-2283

開田支所 開田高原末川2797番地 42-3388

三岳支所 三岳6311番地 46-2117



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★★★心配ごと相談所開催のお知らせ★★★ 

日    時：令和 ４年１２月１４日（水）１３：００～１６：００まで 

場    所：木曽郡民会館 （木曽町福島５８０８－３） 

主な相談内容：法律相談(弁護士)･心配ごと相談（福島地区民生委員）･行政相談･人権相談 

◎法律に関する相談については、予約が必要となります。 

法律に関する相談を希望される方は、１２月１３日（火）までに、お申し込みください。 

また、木曽町社協では、松本弁護士会をはじめ、民生委員、行政相談委員、人権擁護委員、まいさぽ木曽

と連携しながら、相談所以外でも相談を受け付けます。 

 

 

お申し込みは 

木曽町社協 

☎26-1116まで 

静岡県掛川市から昭和 27 年に伝わったお神楽。当時は青年部

で覚えて披露していましたが、仕事などで忙しかった大人に代

わり、現在では小学校３年生から６年生の女の子がその大役を

担って引き継いでいます。舞は夏と秋の例大祭で２回披露され

ており、地域の方もとても楽しみにされています。 

お神楽がある事で、顔を合わせる機会が増え、子ども同士、親

御さん同士のつながりも深まっているようです。 

お神楽を教える先生は約５０年もの間、子ども達に地域の伝統

を伝えてきました。「子どもたちが大きくなって故郷を思い出

した時に、お神楽でがんばったことがきっとよみがえると思

う。そうなると嬉しい」とおっしゃっていました。 

沢山の大人が見守る、神事の張りつめた空気の中で、堂々と舞

を踊る姿はとても格好良く、地域に伝わる伝統を守ってきた誇

りが伝わってきました。これからも地域の絆で伝統を長く受け

継いでいって欲しいと思いました。 

 

伊谷地区の有志で活動しているマレットゴルフサークル

「憩」をご紹介します。活動を初めたのは 15 年程前で公

民館の周りに丸太を埋めるなどして自分たちでコースを作

ったそうです。月に 2 回、月曜日に活動しています。 

ローカルルールもあり、みんなで楽しくプレーできるよう

に工夫されています。ホールインワン賞には、箱ティッシ

ュ 1 箱の賞品が用意されていて、この日は 3 つホールイン

ワンがでました。休憩の時は差し入れの果物を食べながら

前半を振り返り話しが弾んでいました。「この時間も楽しく

てつい長い休憩になってしまうのよね」と話してくれまし

た。90 代の方もお元気にプレーされていて、マレットゴ

ルフを通して健康つくり、仲間つくり、生活を豊かにする

楽しい活動になっていると感じました。 

 


